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● 主な取り組み• 活動 

○ 歴史的な視点から，農業の生産技術の発達と

普及，集落の仕組みを分析します。 

農業は地域に密着した産業です。気候や地勢，

土壌の性質など，地域ごとに制約される条件が異

なります。現在，目にする農村の景観も，過去の

変化と積み重ねによるものです。現代の農業がど

のようにして形作られてきたのかを明らかにす

ることは，地域に残されている資源の再発見につ

ながります。 

また，制度や社会のありかたも農業の生産方式

と強く結びついています。制度や経済の変化が農

業生産方式をどのように変化させ，農業に携わる

人たちの組織や暮らし，地域社会に影響を及ぼし

てきたかも，農業の歴史を考える上で重要な視点

となります。これらは，農業システムの一部とし

て検討します。 

 

 

 

● 今後の目標• 抱負 

現在では，都市と農村での生活の差がなくなっ

ています。過去からの遺産を日常生活の中から探

すことも困難になっているため，敢えてそこに注

目し，今の暮らしがどこから来たのかを考えてい

きます。また，広島県の農業の変遷を，農業シス

テムの面から明らかにしたいと考えています。 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

地域の農業や産業などの歴史を遡ることで，地

域資源の再確認や地域理解の手がかりを考えま

す。 

● これまでの連携事例• 実績 

 

○ どんぐりコロコロ豚：庄原商工会議所，庄原

市，しょうばら産学官連携推進機構 

○ 県立広島大学市民公開講座「庄原の自然とく

らし－庄原学入門：庄原の農業の歴史」（平成

23 年度） 
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